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●情報技術の進歩・普及が、図書館とその利用者にど
のような影響を与え、どう対応すればよいかを専門
家が探ります。

●学術情報の流通体制の変化、情報処理システムと図
書館業務、著作権やライセンス適用の現状などをふ
まえ、今後の図書館の歩むべき方向を考えます。

●学生にもわかりやすく、かつ実務の参考になる一冊。

激しく変化する情報技術と
図書館との関わりを展望する

細野 公男（慶應義塾大学名誉教授），長塚 隆（鶴見大学教授） 共著
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●図書館サポートフォーラムシリーズ●

デジタル環境と図書館の未来
―これからの図書館に求められるもの

〈図書館サポートフォーラムシリーズ〉について
図書館活動の社会的広報に寄与するという趣旨で1996年に創立された「図
書館サポートフォーラム」の名称を冠した本シリーズは、緩やかで様々なテー
マを通して、図書館活動の発展を出版面でサポートすることを目的とする。
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